ご 注意 : 本 書 は 正式 な 取り 扱い 説明 書 で は あり ませ ん 。 


本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関 作 の な い 部 分 や 余 
折 な ど を 削除 、 修正 し た も の で 、 操作 方 法 が 分 か ら な く な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと か 、 
製品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 目的 の 
た め に 無償 で ご 提供 し て いま す 。 正 し く お 使 い 頂 く た め に は 必ず 製品 に 同 梱 さ れ て いる 説 
明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 一 切 お 受 
け 致 し ませ ん の で 、 予 め 御 理解 くだ さい 。 

1 : 正式 な 説明 書 は 無線 機 販 売店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳 しく は 下記 の 上 弊社 ウエ ブサ 
イト を ご 参照 くだ さい 。http://www.alinco.co.ip/denshi/14.html 

2 : アマ チュ ア 無 線 機 の 場合 、 無 線 局 免許 状 の 書き 方 は 申請 書式 や 技 適 基準 改正 に より 
変更 に な っ て いる も の が た くさ ん あり ます 。 http:/www.alinco.co.ip/denshi/10.html に 技 
適 番号 や デジ タル モー ド ( 音声 ・ パ ケッ ト ) に 関す る 情報 を 掲載 し て お り ま す の で 、 合 わ 
せ て ご 確認 くだ さい 。 

3 : 本 書 に 記載 の 付属 品 ・ オ プシ ョ ン ア クセ サリ ー・ 定格 な ど は 予告 無く 変更 され て い 
る も の が あり ます 。 最 新 の 情報 は 弊社 ホー ムペ ー ジ に 掲載 され て いま す 。 
その 他 、 動 作 や 操作 に 関す る 良く ある お 問い 合せ は : 
http://www.alinco.co.jp/denshi/11.html の F AQ ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 
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UHF FM 
MINI_ POWER TRANSCEIVER 


DJ-S41 
取扱 説明 書 


LM だ トラ ン シ ー バ ーDJ- S41 を お 買い 上 げ い た だ きま し て 、 読 に あり が 
と うこ ご いま す 。 本 機 の 性能 を 充分 に 発揮 させ て 、 効 果 的 に ご 使用 し て いた だ く . 
た め に 、 本 機 を こ ご 使 必 に な る 前 に 、 こ の 取 表 説 明 書 を 必ず 最後 まで お 続 み くだ さ 
い 。 ま た 、 こ の 取扱 説明 壮 は 必ず 保存 し て お いて くだ さい 。 ご 使用 中 、 本 機 に 脱 
こ て 不 明 な 点 や 不 旧 合 が 生じ た 時 に 必ず お 役に立ち ます 。 
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電池 端子 4.5V)| 340mW 

変調 方 式 リア クタ ンス 変 

スプ リア ヌス 発射 強度 ー50dB 以 下 

| 村人 | タカ ルス メー バー ペテロ タイ ッ 
第 1 中 間 周 波数 23.05MHz 

第 2 中間 周 波数 

受信 感度 (12dB SINAD) 

100mW 以 上 


副 次 的 に 発する 電波 の 限度 ー54dBm 以下 


て 


送信 時 う 
260mA (Hi POWER 時 ) | _ 


受信 時 33mA (愛情 待ち 受け 時 ) 


(時 和 を の る くい 55X100X28 
eeao 


ロ 


! 


HI 


消費 電流 


本 機 は 日 本 国内 専用 モデ ル で す の で 、 国 外 で は 使用 出来 ませ ん 。 
この 無線 機 を 使 邊 する に は 、 郵 政 省 の アマ チュ ア 無 線 局 の 免許 が 必要 で す 。 
また 、 ア マチ ュ ア 無線 以外 の 通信 に は 使用 する こと が で きま せん 。 


ルイ つ ココ 電 子株 式 会 社 


本 社 - 大 阪 営業 所 : 〒54 大 阪 市 中 央 区 葉 見 P 丁 目 ] 番 5] 号 ツウ イン?I MI ロタ ワー 本 藩 宮 人 5-945-8140( 代 表 ) 
東京 ・ 詳 東 営業 所 : 〒]03 東京 面 中 央 区 日 本 失 6 丁 目 3 番 4 号 日 本 失 ブ プラ ザビ ル 14 半 03-327B-58BB( 代 表 ) 
礼 枯 営 業 所 :〒O6O 札 幌 市 中 天 反 北 一 率 西 @ 丁 目 1 番 礼 購 持 計 怠 ビル 4 沙 全 l1-83!-771g( 代 表 ) 
所 : 〒ED 仙台 市 青葉 区 一 番 町 4 丁目 6 番 | 号 仙台 第 一 生命 タワ ー ビ ル 15 落 人 082-621-B2Z0( 代 表 ] 
所 :〒4BD 名 右 屋 市 中 区 ※ る 丁目] 番 1 号 日 土地 名 古屋 ビル 15 隙 会 05g-@16-0541( 代 表 ) 
所 :〒7dU 広 時 市 中 区 訣 型 町 5 番 16 号 広 曲 サン ケイ ビル 9 ビ 富 08B-2PP-D234( 代 舟 ) 
所 ・〒BIE 福岡 市 導 多 区 博多 駅 内 丁目 3 番 B 号 第 3 博多 何 成 ビ ピル 10 玉 098-473-B034( 代 租 ) 
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ーー ーー 一 ーーー ニ ーーーーーー 


て で て 文 ご 使用 に な る 前 に 


参 ご 使用 に な る 前 の ご 注意 ホー ドー ドド ーーー 4 
参 運 用 上 の ご 注意 ーー トス スト ストー トト トド トド トト トト トト トイ トト ーーー イー 4 
参 押 包 内 容 で で を すす ませ すす 生 ます で HL ミミ スミ ミミ ミミ 
尋 電 波 を 発射 する 前 の ご 注意 …「 の ーー トド ドド つつ に ーー 4 
代 ア ソン テ ナ の 立て 方 トー スト ーー トド ーー トー バー まま すす 5 
仙 べ ベル トク リッ プ の 付け 方 ・ ロ トモ ( コ ニー トー トー ドー ら 5 
欠 ハ ンド スト ラッ プ の 付け 方 ー ト トー …ー ド ーー トト ドド ト トート ーー て ・ 5 
天 電 池 の 入 か 方 ユニ m エ じ ドド トト トト トト トト トト て バトー 5 
天 バ ッ テ リ の 交換 合 詳 ドバドバ ーー スト トト トト トト トト トト トト ・ こ ここ 6 
参 デ ィ スプ レイ の 名 名 称 すす で で すす すす すす すす 生 すす ます すす 了 
参 各 部 の 名 称 と その 機能 上 上 トト トー トード ーーーー 8 
重 基 本 的 な 操作 キー の 働き ーーー トート トト トー トト こ こい ・ 10 
【 基 本 操作 】 最低 これ だ け 知 っ て いれ ば 本 機 は 使え る 

( 1) 受信 する に は どう し た らい いい の? ーー ドー ドー ドー ドー 11 
(2) 送 信 す る に は どう し た らい い の ? ドッ ドド 13 
(3) レ ピー ター を 使い た い 場 合 は ・ い トド トー トト ーー 14 
(4) 動 作 モ ー ド を 覚え て お こう か 「『 トニ ス トー トド ーー・ 15 


但 VFO モ ー ド (本 携 の 基本 的 な モー ド で 、 通 常 の 交 
信 を 行う こと が で きま す ) 

更 メ モリ ー モ ー ド (周波 数 や その 他 の 情報 を 記憶 させ 
て お く こ と が で きま す ) 

更 コ ー ル モー ド (コー ルチャ ソン ネル を 簡単 に 呼び 出す 
こと が で きま す / 

旬 メ モリ ー オ ン リ ー モ ー ド (メモリ し て お いた チャ ン 

ネル で 交信 する 方 法 ) 


\ / いろ いろ な 機能 を 楽し む に 「 
| 『 1) 肌 拓 を 秋 生 を 8 こち やっと 楽し む に は 】 


( ] ) 周 波数 を 普通 に 変更 する に は ーー…ー… 17 
(2) 素 早く 周波 数 を 変更 し た い 時 は 17 


《2》 チャ ン ネ ルス テッ プ を 変更 す る 方 法 (チャ ン ネ ルス 
テッ プ と は チャ ン ネ ル と チャ ソネ ル の 間 の 周波 数 由 の こ 
と で す ) スミ 18 
《3》 スキ ャ ン さ せ た い 時 は 次 | の 3 つの モー ド が ある ぞ ! 
(1 ) 周 波数 スキ ャ ソン 機能 ( 周 波数 を 早送り 、 ま た は 早 戻 

し し て 、 信 号 の 入っ て 来る 周波 数 を さがし た り 、 空 い 

て いる チャ ン ネ ル を 探す の に 便利!1) ーー… 19 
() メ モリ ー ス キャ ン 機 能 ( 記憶 され て いる メモ リー チ 

ン ネ ル を 順に スキ ャ ン し て 信号 の 入っ て いる チャ ソネ 

ル や 空き チャ ン ネ ル を 確認 し ます ) ーーー 19 
(3) メ モリ ー オ ン リ ー ス キャ ソン 機能 (メモ リー スキ ャ ン 

と 同じ よう な 動作 で す が 、 表示 が 周波 数 表示 で な く デ 


ャ ン ネ ル 表 示 と な り ま す ) 上 上 し に に に に に に に ーー に ーー・ ーー・-・・ 20 
《4》 いろ いろ な 情報 を メモ リ し た い 時 の 方 法 
( 1 ) 周 波数 を メモ リー し た い 時 は エーーー ドー 21 
(2 レビ ー タ 機能 の 0N プ 0」F FE を メモ リー し た い ……・ 21 
(3) オ フ セ ッ ト 周 波数 と その シフ ト 方 向 を メモ リー し た 

い 時 トー トート ドー ドド ーー すす すす すす きす で で すす 22 
(4) ト ー ン エン コー ダ 周 波数 と トー ソ エ ソ コー ダ の ON 

ググ OFF を メモ リー する 時 は ーー ドーーーーーーー 23 
(5) コ ー ル チャ ン ネ ル 周 波数 の 豊 き 換え ・‥・-…・・…・……・ 23 
(6) 各 チャ ン ネ ル の メモ リー の 消し 方 ーーー 24 
《5》 送信 出力 を 切り 替え た い 詩 は (ーーー ーー 25 


《6》 オフ セッ ト 周 波数 と その シフ ト 方 向 を 変更 する ( オ 
フ セ ッ ト 周 波数 と は 送信 と 受信 の 周波 数 を 別に する こと 
で 、 シ フト 方 向 と は 受信 周波 数 に 対し て 「+」 の 方 向 か 

「 一 」 の 方 向 に 、 オ フ セ モッ ト し た 周波 数 幅 の 送信 周波 数 


が くる こと で す ) の $ ぃ ーー ドー トト トト トト トレー・・ ト トト し くし トド こく ここ 25 
《7》 キー ロッ ク を し た い ( 各 キ ー が 機能 し な く な り 、 誤 

動作 し な く な り ま す ) すす すす すす 衝 す すす すす 定 生生 26 
《8》 ベル 機能 を 使い た い ! (信号 が 入っ て 来る と ベル で 

知ら せま す ) トー ドー トト トト トッ トッ トト トッ トト ュー トレ こと て て ュ ュ ・ 27 
《9》 コー ルト ー ン を 使っ て 相手 局 に 信号 が 入っ て いる こ 

と を 知ら せ た い に た た た まま たき た すさ を を すす また を を を を た で ミミー と と と 27 
10》 オー ト パ ワ ー オ フ 機 能 を 使っ て 、 電 源 の 切り 忘れ を 

防ぎ た い | ドド トト トト トッ トト ーー トー トット ュ て し て て て ュ に し ュ ト ュー ここ ここ っ ・ 28 
《11》 エン ド ピ ー 機 能 を 使え ば 交信 上 手 ! …………・ ーーー 28 
《12》 モニ ター 機能 を 動作 させ る に は ? (強制 的 に スケ ル 

チ を OFF に し て 弱い 信号 を 受信 する 方 法 で す ) ・…・…・ 29 
人 13》 リバ ー ス 機能 で 送信 側 周波 数 を 受信 する に は ? ( オ 

フ セ ッ ト し た 送信 周波 数 を 簡単 に 受信 する ) ……・……・ 29 
《14》 ディ スプ レイ を 照明 する 方 法 ………ー バ ーーー…・ 29 
《15》 トー ン 周 波数 の 設定 トト に いい トト トト トード トート トー ここ て こい 30 
《16》 バッ テリ セー プ ブ 機 能 と は ーー バー い ーーー バーーーーー 31 
《17》 ビープ 音 を 消す 方 法 ・・ に トト トド ーー 31 
《18》 リセ ッ ト (工場 出荷 時 の 状態 に な り ま す ) ・……・… 31 
《19》 故障 と お 考え に な る 前 に トト ドー ドド ーー ーー 32 
《20》 オプ ショ アッ ーー ドー トト トト トト トト トレ て て レト て て こし て し くい て ここ ここ ・・ 34 
《21》 申請 書 の 書き 方 ・・… 上 パー トト ーーーーー バ ーー て トー トー スー・ 35 
旬 本 撲 の 定格 ・ 改 ーー トド トト トト トー トト トー トー ュー・ こ ーー 36 


4$ ご 使用 に な る 前 の ご 注 


還 この 取扱 説明 書 に 記載 され て いる 場合 を 除 
き 、 ケ ー ス な ど を 外し 、 内 部 に 鯉 れる こと に は 
避け て くだ さい 。 内 部 に 手 を 触れ る と 感電 、 
故障 の 原因 に な る こと が あり ます 。 

畔 直射 日 光 の 当たる 所 、 曖 房 器 具 な ど 発 熱 物 
の 近く 、 真 夏 の 専 内 な ど に 置い た り し な いで 
くだ さい 。 

田 ホコ リ 、 混 気 の 多 い 所 に も 置か な いで くだ 
さい 。 

田 外 部 電源 を 使用 する 時 は 、 必 ず オ プシ ョ ン 
の EDH-18( シ ガーDC グ ロリ コン バー タ :12V 
吾 用 ) を ご 使用 くだ さい 。 


EDR-18 以 外 の 使用 は し な いで さい 。 故障 の 束 因 と な り ま す 。 


還 本 機 は 日 常 生 活 防水 仕様 に な っ て お り ま す 
の で 、 少 々 の 雨 や 水しぶき 、 雪 の 中 で も 正常 
に 動作 し ます が 、 防 水 設計 で は あり ませ ん の 
で 、 水 に つけ た り し な いで くだ さい 。 カー、 
水 、 雪 等 が 付い た 時 は 手早く 拭き 取っ て くだ 
さい 。 

民 万 一 、 煙 が 出 た り 、 変 な 臭い が する 時 は 、 
電源 スイ ッ チ を すぐ に 切り 、 外 部 電源 を 使用 
中 の と き は 外部 電源 も すぐ に 切り 、 す みや か 
に 本 機 を 購入 し た お 店 、 ま た は 最寄り の 当社 
サー ビス 窓口 へ ご 連絡 くだ さい 。 


ーー」 
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還 本 機 の 改造 は お や めく だ さい 。 無理 な 改造 
が 原因 と 思わ れる 故障 等 に つい て は 、 保証 弄 
間 内 で あっ て も 、 保 証 が きか な く な る うえ に 、 
修 志 を お 断り する 場合 も あり ます の て で 、 

この 点 充 分 に ご 留意 くだ さい 。 


梱包 内 容 


① 本 体 
② ハ ンド スト ラッ プ 


〇 ③ ベ ルト クリ ッ プ 
④ 取 扱 説明 書 
⑤ 保 証書 


= ーー ーー いこ ーー 
電波 を 発射 する 前 の ご 注意 
ハム バン ド 近 く で は 、 多 く の 業 務 舞 線 局 が 運 さ れ て いま す 。 
これ ら の 無線 局 の 近く で 電波 を 発射 する と 、 ア マチ ュ ア 無線 局 
が 電波 法令 を 満足 し て いて も 、 思 わ ぬ 電波 障 填 を 起こ すこ と が 
あり ます の で 、 移 動 運 朋 な ど で は 充分 に 注意 し て くだ さい 。 特 
に 、 次 の よう な 場所 で の 運用 は 原 骨 と し て 行わ ず 、 必 要 な 場合 
は 窟 理 攻 の 承認 を 得る よう に し て くだ さい 。 
① 航 空 機内 ② 空 港 敷地 内 ③ 新 幹線 理 病 内 
④ 業 務 舞 線 局 及 びそ れ ら の 中 継 局 周辺 。 


ベル トク リッ プ の 付け 方 

葵 ベル トク リッ プ 取 り 付 け 穴 に ネジ を 含 わ せ 
て 、 コ イン な ど で 取 り 付 け ま す 。 

天 ベ ルト に 通し て ご 便 用 くだ さい 。 


アン テ ナ の 立て 方 


氏 本 機 の アン テ ナ は 回 転 式 と な っ て お り ま す 。 
参 本 携 を ご 使用 に な る 時 は 、 ア ソン テ ナ の 根元 
を 持っ て ゆっ くり と 回 し ます 。 

天 本 様 を ご 使用 に な ら な いと き は 、 ア ン テ ナ 
は た た ん で お く よ う に し まし ょ う 。 


- 駐 ハン ドス トラ ッ プ 取り 付け 穴 に ハン ドス ト 
ラッ プ を 通し て 使用 し ます 。 


バッ テリ の 交換 合 区 
急 裏 右 條 の ロッ ク を 外し ます と 、 電 池 力 バー が 電池 マー ク が 点滅 し た ら 電 池 を 早め に 交 公 


参 シ フト 方 向 表 示 


只 ぎ ます 。 し て くだ さい 。 「 @ メ モリ ー モ ー ド 表示 ーー ニーーー @ ペ ベル 能 動作 表示 
人 新しい 単 3 型 電電 池 を 3 本 用 意 し て くだ さい 。 ー トー ン 機 能動 作 表 示 dk 


登 3 本 の 乾 電 凶 の 「+」 と 「-」 を 間違え な いよ 送信 出力 ロー パワ - 表示 
うに 電池 ケー ス に 入れ ます 。 「 合 信 出力 ロー バ パワー 表示 


- 珍 力 バー の 閉め 方 は 、 初 め に 上 部 の ツメ を 合わ 誌 放 
せ て か ら ロ ッ ク し ます 。 ロ ッ ク 後 確実 に カバ ー ュー クム とろ と ーー ン て 
が 閉まっ て いる か どう か を 確認 し て くだ さい 。 す / @ バ パッ テリ 交換 合図 表示 
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< < 人 
@ オ フ セ ッ ト 周 波数 表示 / / / / 「 オー トバ パワー オフ 歓 能 
マネ ー ト パ ワ ロー オフ 時 間 Cg 衣 。 人 生 。 ヽ 動作 表示 

示 
※ 種 類 の 違う 電池 や 、 古 いも の と 新しい も の | 1 ー 
を 浸 ぜ て 使用 し な いで くだ さい 。 マラ ョ ルン ネル ステ ッ プ 
※ 長 時 間 使用 の た め に は 、 ア ルカ リ 乾 電池 の 
ご 使用 を お すす めし ます 。 
※ 市 販 の ニッ カド 電池 は 安全 の た め 、 ご 使用 
に な ら な いで くだ さい 。 
※ オ プシ ョ ン の ニッ カド バッ テリ ー(EBP- 
25N) を ご 便 用 に な る 場合 は 、 使 用 開始 時 に ニ 
ッ カ ド の 取扱 説明 書 を よく お 読み くだ さい 。 


電信 号 が 入る と 点灯 する 介 受 信人 恒 号 強度 表示 
BUSY 表示 欠 送 人 出力 表 示 


各部 の 名 称 と その 機能 


文 外部 電源 端子 

この 端子 は 外部 か ら の 電源 を 供給 する と き に 
使い ます 。 セン ター 「+」 の 5.5 V で す 。 専用 
アダ プ タ 「EDH-181 (オプ ショ ン ) を ご 使用 
くだ さい 。 


注 ) EDH-18 以 外 は ご 使用 に な ら な いで 下さ い 。 


故障 の 原因 と な り ま す 。 


誠 PTT 


この キー を 押し ます と 、 送 信 す る こと が で き 
ます 。 離す と 受信 で す 。 


大 MONI 
この キー を 押し ます と 、 ス ケル チ が 解除 され 
ます 。 各 す と スケ ル チ が 動作 し て 、 信 号 が 入 感 
し な もい 張り 無音 状 部 と な り ま す 。 ま た [F] キ 
ー を 押し な が ら こ の キー を 押す と 「 キ ー ロ ッ 
ク 」 の 状態 と な り 、[PTT] と [MONI] [LAMP] 


キー、[F]+ [BELL] 以 外 の キー 水 作 は 受付 な 
く な り ま す 。 解除 は [F] キ ー を 押し な が ら 、 も 
う 一 度 [MONI] キー を 押し ます 。 


天上 
この キー を 提 し な が ら 、 他 の キー を 提 す こと 
に より 、 フ ァ ン ケ クション 動作 と な り 、 各 種 の 


携 能 を 発揮 する こと が で きま す 。 


支 ア ン テ ナ 


本 機 を 使用 する 場合 は 必ず この アン テ 
を 回 し て 上 に 向け て くだ さい 。 


支 外 部 MIC 端子 

外部 マイ ク を 使用 する と き に 使い ます 。 専用 
スピ ー カ ー マ イ ク 「EMS-9」 (オプ ショ ン )、 
また は VOX 機能 付き ヘッ ド セ ッ ト 「EME- 

12] (オプ ショ ン ) その 他 専 用 ヘッ ド セ ッ ト 

(オプ ショ ン ) を ご 使用 くだ さい 。 


文 外部 SP 端子 


外部 スピ ー カ ー を 使用 する と き に 使い ます 。 
専用 スピ ー カ ー マ イ ク 「EMS-9」( オ プシ ョ 
ン )、 ま た は プチ 型 イ ヤ ホ ン 「EME-6」 (オプ 
ショ ン )、 そ の 他 専 用 ヘッ ド セ ッ ト (オプ シ 
ョ ン ) を ご 使用 くだ さい 。 


支 UP グ STEP 
太 DOWN〆TONE 


[WW] キー を 押し ます と 送信 ・ 受 信 の 周波数 が 低 
く な っ て いき ます 。[] キ ー を 泊 し ます と 人 逆 に 
居 液 数 は 高く な っ て いき ます 。 [F] キ ー を 押し 
な が ら [ ヤ ] を 押し ます と 、 ト ー ン 周波 数 の 設定 
モー ド に な り ま す ( ト ー ン 設定 の 項 を 参照 し て 
くだ さい ) 。 ま た [F] キ ー を 押し な が ら [ ま ] キ 
ー を 押し ます と 、 チ テ チャ ン ネ ルス テッ プ 設 定 モ ー 
ド に な り ま す ( チ ャ ン ネ ルス テッ プ 設 定 の 杜 を 
参照 し て くだ さい ))。 


文 送 信 イ ンジ ケー ター 
送信 を し ます と この イン ジ ケ ー タ ー が 赤く 占 
灯 し ます 。 


文 電源 スイ ッ チ ・ ボ リュ ー ム 
この つま み を 右 に 回 す と 「 カ チッ 」 と 音 が し 
て 電源 が 入り ます 。 電源 が 入る と ディ スプ レ 
イ に 周波 数 等 の 表示 が 出 ま す 。 そ の まま 右 に 
回 し ます と スピ ー カ ー の 音量 が 大 きく な り ま 
す 。 信号 が 入っ て いな いと き に 音量 を 確認 し 
た いと き は 「MONI] キー を 泊 し て 、 ノ イズ 
に より 確認 する こと が で きま す 。 


廊 デ ィ ス プレ イ 
送信 ・ 受 信 周 波数 の 表示 や や 相手 局 の 信号 強度 、 
その 他 各 機 能 の 状況 を 表示 し ます 。 


支 LAMP グ APO 
この キー を 押し ます と こと 、5 秒 間 デ ィ ス プレ イ に 

ラン プ が 点灯 し ます 。 5 秒 聞 何 も キ ー を 押さ な 

けれ ば 自動 的 に 消灯 し ます 。 何 か キ ー を 押し 詩 
す と 、 更 に 5 秒間 点灯 し ます 。 な お 【[F] キー を 
押し な が ら こ の キー を 押し ます と 「APO」( オ 
ー ト パワ ー オ フ ) 機能 設定 モー ド と な り ま す 
(オー トバ パ ワー オフ の 項 を 参照 し て くだ さも ))。 


到 CALL BELL 

この キー を 押し ます と 、 デ ィ ス プレ イ の 表示 
周波 数 に 関わ りな く 、 送 信 ・ 受 信 共 433. 00M 
Hz の 呼出 周波 数 と な り ま す 。 も う 一 度 押し ま 
す と 解除 され て 、 初 ぬ に 設定 され た 周波 数 に 
戻り ます 。 な お 【[F] キー を 押し な が ら こ の キ 
ー を 押し ます と 、 デ ィ ス プレ イ に ベル の マー 
ク が 表示 され て 、 ベ ル 機 能 と な り ま すす (ベル 
撲 能 の 項 を 参照 し て くだ さい )。 


支 RPTSHIFT 
レビ ー タ を 動作 させ る の に 必要 な キー で す 。 
一 度 押し ます と 、 必 波数 表示 の 上 に 「T」 と 
「-」 の 表示 が 出 ま す 。 こ の 状態 で レビ ー タ に 
デア クセ ス す る こと が で きま す 。 もう一度 押す 
こと で 解除 され ます 。 な お 【[F] キ ー を 押し な 
が ら こ の キー を 押し ます と 、 シ フト 設定 モー 
ド と な り ま す 。 受信 と 送信 の 周波 数 シフ ト 幅 
が 表示 され ます 。 [F] キ ー を 離し 、 こ の キー を 
押し ます と 、 シ フト 方 向 「-」「+」 が 変更 に な 
り ま す (レビ ー タ の 設定 の 項 を 参照 し て くだ 
さい ) 。 ま た 、 送 信 中 に 押す と 、 送 信 出 力 HI」 
「LOW」 切り 替え が で きま す 。 


到 V プ M - プ MW 

VYFO モ ー ド と メモ リー モー ド を 切り 替え ま 
す (VFO モ ー ド と メモ リー モー ド の 項 を 参照 
し て くだ さい )。 な お 【[F] キー を 押し な が ら 
この キー を 押し ます と 、 メ モリ の 書き 込み が 
で きま す (メモ リ を する 方 法 の 項 を 参照 し て 
くだ さい )。 


基本 的 な 操作 キー の 働き 【 基 本 操作 人 に これ た け 知っ て \ れ ば 本 機 は 使え る ] 
こ 受信 し て みる 
つて 1 白 


[ 周波 数 変更 早送り み P17 電池 が 正確 に 確実 に 入っ て いる か 確か め て 


モニ タ 機 能 の 動作 ユ P29 キー ロ | キー ロッ ク 機能 の ON ノ OFF ユ P26 ビー | ピー プ 斉 の ON ノ OFF っ P31 | の ON ノン OFF ユ P31 くだ さい 。 


押し な が と RPT キ ー を 押す と ②[VOL 書 こ 
還 時 0 ーー に 1 と 装い て ある つま み を 右 ( 


回 し て くだ さい 。「 カ チッ 」 と 斉 が し て 、 ビ 
V ン M | テー ー モ ー ド へ の 移行 き P21 リー の 書き 込み ゅ P21 メモ リー オン リー モー “つの 聞 行 り ゴ コロ ー プ 音 ( ピッ ]) が 鳴り 電源 が 入り ます 。 


ゴル / 最 軸 な 大 き さ に 
UP 周波 数 の 変更 P17 
ム 1 秒 押 し て 苑 すそ スキャ ン 機 チャ ン ネ ルス テッ プ の 変更 き P18 | エン ド ピ ー の ON w P28 
=* ピ 


音量 府 整 する 
DowN 周波 数 の 変更 = 5 
1 秒 押 し て 配 す と スキ ャ ン 機 能 トー ン 周 波数 の 変更 P23. エン ド ピ ー の OFF 呈 P28 


CALL ー ル モー ド へ の 移行 呈 P16 ベル 機能 の ON プ OFF ほ P27 コー ルト ー ン 機能 の ON, プ OFF 
ビー ブ 音 ON の 時 の み コ ー ル 童 が 出る =* ピグ ア 
ピー LMCNI] キー を 押 


を する と いい 
8 オー ト パ ワ ー オ フ 機 能 の ーー ー 
| Ave | 照明 機能 の ON/OFF 呈 P30 ON ノ OEE ュ P28 ラン プ モ ー ド の 切り 替え さき P30 ' 


VOLUME | 電源 の ON ノ OFF と 音量 語 束 っ P11 


る 電源 が 入り ます と 、 デ ィ ス プ レイ に 周波 数 
が 表示 され ます 。 


〈④[VOLUME] つ まみ を 回 し て 音量 を 調整 
し ます 。 こ の 場合 、 信 号 が 入っ て きま せん 
と スピ ー カ ー か ら 音 が 出 ま せん の で 、[MO 
N 」」 キ ー を 押し な が ら 音 量 を 調整 し ます 。 


2. 送 信 し て みる 

なき 全 す る と 赤く T す る ① 受 信 状 態 で 目的 周波 数 を 設定 し た な ら ば 、 
その 周波 数 で し ば らく 受信 し て み ま す 。 他 
の 局 が 交信 し て いな いこ と を 確認 し た な ら 


《 目 的 周波 数 に する に は 、[UP( ま )〆 グ DOW 
N ()] と 書い て ある キー の いずれ か の キ 
ー を 押し ます 。 こ の キー を 押し ます と ビー 
プ 音 (「 ピ ポ ッ 」) が し て 、 周 波数 が 変更 され 
ます (周波 数 の 変更 方 法 の 項 を 参照 し て く 


だ さい )。 な お 、 こ の どちら か の キー を 1 秒 ぱ ば 、 い よい よ 送 信 し て み ま し ょ う 。 
間 以 上 押し て キー を 離す と 、 ス キャ ン 機 能 「 

り 、 信 号 の 入っ て くる 周波 数 で 5 秒間 この キ - で 周波 数 が 上 が る ② [PTT] キー を 理 す と 送信 状態 と な り ま 
スキ ャ ン が スト ッ プ し ます (スキ ャ ン 機 能 この キー で 周波 数 が 下がる す 。 ハ イ パ ワ ー で 送信 し て いる 時 は ディ ス 


プレ イ に バー が 4 個 表示 され ます 。 ロ ー パ 
ワー の 時 は 2 個 表示 され ます (この 切替 は 
送信 出力 の 切替 の 項 を 参照 し て くだ さい )。 
いずれ の 出力 の 場合 も 送信 し て いる こと を 
っ 示す イン ジ ケ ー タ が 赤く 点灯 し ます の で 、 

げ ゴ ゴル 7! 正面 パネ ル に 向かっ て 話 を し ます 。 


1 1 』 | | 
ハイ バ パワー 送 情 時 の 表示 : 


の 項 を 参照 し て くだ さい )。 


⑥ 目 的 周波 数 で 、 相 手 局 の 信号 が 弱い 場合 は 
[MON |] キー を 押し て 強制 的 に スケ ル チ 
を OFF に し ます (この 操作 を 行っ て も 、 相 
手 局 の 信号 強度 が 極端 に 弱い 場合 は 聞こ え 
て 来 な い 場 合 が あり ます ) 。 


⑦ 信 号 が 入っ て 来る と ディ スプ レイ に 「BU 


③ 話 し 終わ っ た ら [PT 丁 ] キ ー を 離し ます 。 
これ で 受信 状態 と た なり ます 。 


Y N 記 ち トト 
3 ] と 表示 に れ 信号 の 強度 を 示す に ズ 受信 信号 の 強弱 に 応じ て 8 メー ター の 表示 は ロー バ パワー 送信 時 の 表示 
ー タ ー が バー ( 横 棒 ) で 示さ れ ま す 。 変化 する (強い 信号 だ と 多く 表示 され る ) 


ーー ーー _ _- 昌利 
Td * 


④ [PTT] キー を 押し ます 。 デ ィ ス プレ イ に 


S. レ ビー ター を 動作 させ て みる し レー クー と いう お 二 を 利用 し て 


遠く の 局 と 交信 する 方 法 で す ) マイ ナス 5 MHz の 周波 雪 が 表示 され (例え 
① 現 在 、 日 本 の レビ ー タ ー が 許可 され て いる レビ ー タ 局 ば 439.10MHz の レビ ピー ター を 受信 し た と 


する と 、 送 信 周 波数 は 434.10MH z と な り 
まぶす) 送信 され ます 。 


の は 439.00 MHz 以上 の 周波 数 で す 。[UP( ッ ンタ ン ベ 99J0Mde 
A) ノ DOWN (や )] キ ー の いずれ か の キー を ooog/ NES 
操作 し て 、 439.00MHz 以上 の 周波 数 出 ゆ っ !L 8 公 ) [ 
くり と レビ ー タ ー を 探し て みて くだ さい ( 
な お 、 ど ご どこ の 地域 の どの 周波 数 に レビ ー タ 
ー が ある か は 、『 レ ピー ター マッ プ 』 か 市 


ロロ 
ーー ーッ 


⑤ 送 信 さ れる 電波 に は 88.5H z の トー ン 周 波 
数 も や 一緒 に 送信 され 、 レ ビー ター が 動作 し 


販 さ れ て いま す )。 コザ 刻 ます (な お 、 受 信 は し て いて も あま り 遠 方 
BUSY 1 1 1 の レビ ー タ ー で す と レビ ピーター は 動作 し な 
439MHz 以上 の 周波 数 に する いこ と が あり ます )。 


行い ます (な お 、 多 く の 方 々 が レビ ピー ター 
を 使用 し ます の で 、 交 信 は 簡潔 に 行い まし 
ょ う )。 


② 受 信 で きる レビ ピーター が あり まし た ら 、[R | | 
キー を し て くだ さい 。 1 mL- 田 ⑥ レ ビー ター が 動作 し た な ら ば 人 通常 の 交信 を 
@ ② (RPT] キー を す 


③ デ ィ ス プレ イ に 「「」 と 一 」 が 表示 され ます 。 
「 ⑦「[R PT] キー を 押す こと で 解除 され ます 。 


0 し べべ 


いろ いろ な 動作 
動作 モー ド 


免 VFO モ ー ド 


この モー ド で 通常 の 交信 を 行う こと が で きま 
す 。 こ の モー ド か ら メ モリ ー モ ー ド や コー ル 
モー ド に 移行 する こと が で きま す 。 周 波数 変 
更 や その 他 の 機能 を 動作 させ る と きも この モ 
ー ド か ら 移 行 し ます 。 


鍛 ※ モ リー モー ド 


この モー ド は VFO モ ー ド また は コー ル モ ー 
ド か ら 「V〆M] キ ー を 押す こと で 移行 し ます 。 
この モー ド は あら か じ め 書 き 込ま れ た メモ リ 
周波 数 を 呼び 出し て 、 そ の 周波 数 で 交信 し た 
り 、 必 要 な 周波 数 を 記憶 させ る こと が で きま 
す 。 周波 数 以外 に トー ン 周 波数 や 送信 周波 数 
の シフ ト 幅 、 シ フト 方 向 な ども メモ リー する 
こと が で き 、 そ の メモ リ 情 報 を 呼び 出す こと 
_- が で きる モー ド で す 。 [VM] キー を 再度 押 
すこ と で VF O モ ー ド に 戻り ます 。 


珍 コ ー ル モー ド 


この モー ド は VF 0 モー ド ま た は メモ リー モ 
ー ド か ら [CALL] キー を 押す こと で 、 ワ 
ンジ タッチ で コー ルチャ ン ネ ル を 呼び 出し 、 そ 
こ で 相手 局 を コー ル し た 後 、 [CALL] キ 
ー を 押す こと で VF O モ ー ド また は メモ リー 
モー ド に 戻り 、 交 信 周 波数 で 交信 を 行う こと 
が で きま す 。 


免 メ モリ ー オ ン リ ー モ ー ド 


この モー ド は あら か じ め メ モリ ー し て お いた 
チャ ン ネ ル 表 示 の み で 交信 する モー ド で す 。 
で すか ら 、 あ ら か じ め 相 手 局 も 同じ チャ ン ネ 
ル に 同じ 周波 数 が メモ リー され て いれ ば 、「* 
* ま チャ ン ネ ル ] と 言う だ け で 、 周 波数 を 言っ た 
り 、 設 定 し た りす る 必要 が あり ませ ん 。 デ ィ 
スプ レイ に は チャ ソン ネル 表 示し か 表示 され ま 
せん 。 こ の モー ド へ の 移行 方 法 は [V プ M] キ 
ー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 解除 は 一 旦 
電源 を 切っ て 、 再 度 [V ン M] キ ー を 押し な が 
ら 電 源 を 入れ ます 。 


【 い ろ い ろ な 機能 を 動作 させ る 】 
《1》 周波 数 の 変更 方 法 
(1) UP ンジ DOWN キー を 使う 


生ま と 周波 数 が 下がる ①[UP ()] キ ー を 1 回 押す ご と に (「 ポ ピッ 」 と 音 が す 


※ーー ズ る ) 周波 数 が 上 が っ て いき ます ( 約 2 秒間 ) 。 
*ーー ズ ②[D 0WN(W)] キ ー を 1 回 押す ご と に (「 ピ ボッ] と 音 
の) この キー を 理 す と が する ) 周波 数 が 下がっ て いき ます 。 
周波 数 が - が る 


1(②) 1 呈 と 芸 に 使っ て 素早 く 周 波数 を 変更 する 


①「[F〕 キー を] 回 押し て 、 離 し た 状態 で 1 MHz 台 の 周波 
数 表示 が 点滅 し ます 。 

②⑳ こ の 点 減 し て いる 間 に [UP( ま ) プ DOWN(W)] キ ー 
の いずれ か の キー を 押す こと に より 1MHz 単位 で 周波 
数 を 上 下 に 変更 する こと が で きま す 。 

③1 MHz を 変更 し て 決め た 後 、 ま だ 表示 が 点滅 し て いる 
曽 (に も う 一 度 [F] キ ー を 押し て 離す と 、 今 度 は 100 kHz 
台 の 表示 が 点滅 し ます 。 

④ こ の 点滅 中 に [UP( ぬ ) プ DOWN( ヤ )] キ ー の いずれ 
か の キー を 理 す こと に より 100kHz 台 の 周波 数 を 変更 
する こと が で きま す 。 

⑤ 解 除 は [PTT] キ ー か [VM) キ ー ま た は [F] キー 
を 押す こと で 解除 され ます 。 ま た 、MH > 台 ま た は 100 
KHz 馬 で 点滅 中 に 約 2 秒間 無 操作 の 時 は 自動 的 に 解除 
され ます 。 


[上] キー を 証し て 離す と 
MHz 台 が 寺 大 する の で 、 
4 キー か 〒 キ ー を 使っ て 
MHz 合 の 周波 筆 を 決定 
する 


《2》 チャ ン ネ ルス テッ プ を 変更 する 方 法 《3》 スキ ャ ン 機 能 を 動作 させ る 方 法 


(チャ ン ネ ルス テッ プ と は FUP (人 > DOWN (WW)] キー の いずれ か の キー を 1 回 押し た と き UP ン (周波 数 を 早送り また は 早 戻し し て 、 空 いて いる チャ ン ネ ル を 探し た り 、 交 信 さ れ て いる チャ ン ネ ル 
DOWN する 周波 数 幅 の こと で す ) 1 を 探す の に 便利 な 機能 で す ) 
① 工 場 出荷 時 は 20 kHz 中 に 設定 され て \ \ 生 す 。 ディ スプ レイ に ステ ッ プ 沿 波 数 が 表示 され る | (1 ) VEFO スキ ヤ ノン 機能 
」 1 ペー テー デー ン Jo ①VF 0 モー ド で [UP( ま ) プ DOWN(W)] キ ー の い ず 
②[F] キ ー を 押し な が ら [S T E P ( ま )] キ ー を 押し ます 。 | れ か の キー を 1 秒間 以上 押し た 状態 で いる と VFO ス 
ディ スプ レイ に ステ ッ プ 周波 数 が 表示 され ます 。 7 7 (7 キャ ン 機 能 が 動作 し ます 。 | 
人 ) | ② 泊 し て いる キー を 苑 す と 、 デ ィ ス プレ イ の MHz と kHz 
③ そ の ステ ッ プ 周波 数 を 変更 する に は [UP( ぬ ) ン DO “ ムキ ー か キー を 1 和 以 押し て か ら 部 す と 。 と の 間 の ドッ ト ( 点 ) が 点 減 し ます 。 こ れ は スキ ャ ン 重 
WN( 事 )」 キ ー の いずれ か の キー を 押し ます 。 スキ ャ ン 機 能 が 動作 する 作 を し て いる こと を 示し ます 。 - ' 
' 200 テ 25.0=5.0=10.0=12.5 テ 15.0- な て いる と 、 そ の 周波 数 で ら 落 間 ス キャ ン を 
て 60220 0 と 更 され ま す 。 ツ キー を 押す と て の ※ と すこ と に この よう に 圧し ます ④ そ の まま の 状態 に し て いま す と 、 ま た スキ ャ ン を 開始 
な り ま す 。 20.0 テ 15.0=12.5 テ 10.0 テ 5.0 テ 25.0ー | し ます 。 ' 
ヤキ ー を 担 す ご と に この よう に 変 し ます ソー ⑤[U P (ぬう の DOWN ( 画 )] キ ー を 押す か 、 [PTT] キ 
ステ ッ プ 周波 数 を 決め 、 そ の ステ ッ プ 周波 数 に 決定 し | 「 生生 する と 周 肖 示 の ー、LY グ M] キ ー を 押す こと て で 解除 され ます 。 
た いな ら ば [VM] キ ー ま た は [PT 丁 ] キ ー し て _ 、 隊 
決定 し ます 。 「 日 (2) メモ リー スキ ャ ン 機 能 (記憶 され て いる メモ リー を 順次 スキ ャ ソン し て 、 そ れ ら の 周波 数 
| | | に 信号 が 入 感 し て いる か どう か を 調べ る の に 便利 な 機能 で す ) 
ュ コロ 』 バ ウフ 。 | カゴ コミ | ! [MM] キー を 押し て メモ リー モー ド に する ①【[ ツ VM] キー を 押し て メモ リー モー ド に し ます 。 
ゴゴ ゴリ に 9 ゴゴ ー- 
3 りな 9938 た 3 コ 0 コ 1 [ ②④「UP(4 ぬ ) プ DOWN(W)] キー の いずれ か の キー を 


⑥VFO モ ー ド に 戻り ます の で 、 試 し に 生 キ ー か キ ー、 きた 
また は [PTT「] キ ー を 押し て くだ さい 。 変 更に な る 周 
波数 幅 が 違っ て いる こと が 確認 で きま す 。 な お チャ ン 
ネル ステ ッ プ 12.5kHz に 決定 し た 場合 は 、 周 波数 表示 
の 最後 に 小さ く 「25」「50」「75」 と 表示 され ます 。 


1 秒間 理 し て か ら 離 す と 、 デ ィ ス プレ イ の 周波 数 表示 
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の MHz と kHz と の 間 の ドッ ト ( 点 ) が 点滅 し て 記憶 
され て いる メモ リー チャ ン ネ ル を 順次 スキ ャ ン し て い 
きま す 。 

③ ど こ か の チャ ソン ネル で 信号 が 入 感 し て きま す と 、5 秒 
間 ス キャ ソン を 停止 し 、 そ の 後 何 も キー 操作 が され ませ 
ん と また スキ ャ ン を 開始 し ます 。 

(〈④ メ モリ ー ス キャ ン を する 和男 囲 は メモ リー チャンネル 0 一 
19ch と CALL チ ャ ン ネ ル で す 。 

[UP(4) プ DOWN (キー か [PT す ] キ ー あ る い 
は [VM] キ ー を 押す こと で 解除 され ます 。 


13) メモ リー オン リー モー ド で の スズ キャン 
①[V〆M] キ ー を 押し な が ら 電 源 を いれ ます と 、 メ モリ 
ー オ ソン リー モ ー ド と な り 、 デ ィ ス プレ イ に は チャ ン ネ 
ル 表 示し か され な く な り ま す 。 
②LUP(A) プ DOWN( ヤ )] キ ー の いずれ か の キー を ] 
秒間 押し て か ら 離 す と 、 ド ッ ト ( 点 ) が 点滅 し て メモ リ 
ー オ ソン リー モー ド の スキ ャ ン を 開始 し ます 。 
③ あ ら か じ め メ モリ ー さ れ て いる チャ ソン ネル を スキ ャ ン 
し ます 。 ど こ か の チャ ン ソネ ル で 信号 が 入 感 し ます と 、 
5 秒間 スキ ャ ン を 停止 し ます 。 
- ④ そ の 後 何 も キ ー 操 作 を し な けれ ば 0ch ~19 ch の 間 で 
メモ リー され て いる チャ ソネ ル を スキ ャ ン し 続け ます 。 
[UP( ま ) プ DOWN()] キ ー か [PTT] キ ー か [V 
20 グ M] キ ー を 押す こと で 解除 され ます 。 


- ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


メモ リー スキ ャ ン 磯 能 が 動作 する と メモ リー 
テ ャ ン ソン ネル 表示 が メモ リ 順 に 愛 化 し て 、 周 波 
下 表 示 の ドッ トバ 志 ) が 点滅 する 


た  / 
と ロー 』! 


[ ツ プ M] キー を 反 し な が ら 電 源 を 入れ る と メ 
モリ ー オ ソン リー モー ド と な り 、 デ ィ ス プレ イ 
は チャ ソネ ル 和 表示 だ け と な る 


《4》 いろ いろ な 情報 を メモ リー する 方 法 


(1) VFO モー ド で 周波 数 を メモ リー する 


選 見 性 / 放 還 症 


M 表示 が 点 況 
空 寺 チ ャ ン ネ ル で は チャ 
ソン ネル 吾 示 も 点滅 する 


メモ リー の 書き 込み は 
「F] キ ー を 担 し な が ら 
LV ツ 〆M] キ ー を 押す ず 


メモ リ す る チャ ン ネ ル が 
決ま っ た ら [PTT」 キー 
か [VM] キー を 押し 
て メモ リー は 終了 


①VF OO モード で [UP() プ DOWN(W)] キ ー を 押し 
て 、 目 的 と する 周波 数 に セッ ト し て くだ さい 。 

②[F] キ ー を 押し な が ら [V〆M1 キ ー を 押し ます 。 

③ デ ィ ス プレ イ に 「M」 が 点滅 し ます 。 

④[UP( ま ) プ DOWN ( ヤ )] キ ー を 押し て 、 メ モリ ー す 
る チャ ン ネ ル を 決め ます 。 
* す で に メモ リー され て いる チャ ン ネ ル は 、 メ モリ ー テ チャ ン ネ ル が 点 打 、 
メモ リー され て な い チ ャ ン ネ ル は 、 メモ リー チャ ソン ネル が 点 減 し す 。 
デ チャ ソネ ル が 決ま っ た な ら ば [PTTi キ ー ま た は LV 
M] キ ー を 押し て メモ リー は 終了 で す 。 

⑥ メ モリ が 記憶 され た か どう か の 確認 は [VM] キ ー を 
押し て 、[UP (4)〆DOWN(W)1 キ ー の いずれ か の 
キー を 押し 目的 の チャ ン ネ ル を 呼び 出し ます 。 な お 、 
何 も メ モリ ー さ れ て いな い チ ャ ン ネ ル を 呼び 出す こと 
は で きま せん 。 


| (2) VFO モー ド で レビ ー タ の ON/OFF を メモ リー する 


①V F O モ ー ド で [UP() プ DOWN(W)] キ ー を 押し 
て 目的 周波 数 に セッ ト し ます 。 

②[R PT] キ ー を 押し ます 。 デ ィ ス プレ イ に 「T] と 「-」 
が 表示 され ます 。 


③[F] を 押し な が ら [V〆M] キ ー を 押し ます 。 


④ デ ィ ス プレ イ に 「M」 が 点滅 し ます 。 
⑤[UP(4)〆DOWN( 一 )] キ ー を 押し て 、 メ モリ ー す 
る チャ ン ネ ル を 決め ます 。 

* す で に メモ リー され て いる チャ ン ネ ル は 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル が 点 、 
メモ リー され て な い チ ャ ン ネ ル は 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル が 点 減 し ます 。 
⑥ [MW] キー また は [PTT] を 押し て 、 メ モリ は 終 

了 で す 。 
⑦LV グ M] キ ー を 押し て 、 メ モリ され て いる か どう か を 
確認 し ます 。 


珍 シ フト する 周波 数 の 幅 が 送信 時 に アマ テ ュ ア パン ド を 外れ て し まう よう な メモ リ 


ー は 、 メ モリ ー そ の も や も の は で きま す が 、 送 岳 到 に ディ スプ レイ に 「OFF」 と 表示 さ 
れ て 送信 され ませ ん (シフ ト 編 変更 の 操作 は 「 オ フ セ ッ ト 周 波数 の 設定 」 の 項 を 参 
昭 し て くだ さい )。 


M 表示 が 点 選 する 


空き チャ ン ネ ル で は チャ ン ネ ル 表 示 が 款 波 する 


(3) VFO モ ー ド で オフ セッ ト 周 波数 と その 方 向 を メモ リー する 
(オフ セッ ト 周 波数 と は 、 受 信 周 波数 と 送信 周波 数 を 別 な 周波 数 に する こと で す 。 そ し て これ に は 受 
信 周波 数 に プラ ス さ れ て 送信 する 「+」 の 方 向 と 、 マ イナ ス さ れ て 送信 する 「--」 と が あり ます ) 


① 号 的 の 周波 数 に 設定 し た 後 、 [F] キー を 押し な が ら 
[SHIFT] キ ー を 押し ます と 、 デ ィ ス プレ イ に オフ 
セッ ト 周 波数 が 表示 され ます 。 

② オ フ セ ビット 周波 数 は 工場 出荷 時 に は 5.00 MHz に 設定 
され て いま す 。 こ の 周波 数 忠 を 変更 する と き は 、[UP 
( 全 ) プ DOWN(W ヤ )] キー の いずれ か の キー を 操作 し 
て 行い ます 。 変更 する こと が で きる 周波 数 幅 は 0~15. 
995 MHz の 間 で す が 、 レ ピー タ の オフ セッ ト 周 波数 は 


221 5.00 MHz で す 。 


[F] キー を 押し な が ら 
LSHFT] キ ー を 近 す 


ロ 
7 ガ 7 
っ ん 


オフ セッ ト 周 波数 SMHz 
シフ ト 方 向 「-」 の と き 
の 表示 


(4) トー ン エ ンコ ー ダ 周波 数 と トー ン エ ンコ ー ダ ON ン OFF を メモ リー する 
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トー ン 周 当 数 の 表示 


③[R PT] キ ー を 押し ます と 、「-」「+」 の 順に 表示 され 
ます 。 こ れ は シフ ト す る 方 向 を 決め る も の で す 。「-」 
「+」 の 次 は 何 も 表 示さ れ ま せん 。 こ れ は どの 方 向 に も 
周波 数 は シフ ト し な いと いう こと で す 。 

(④「-」 と 決め た ら [V ン M] ま た は [PT] キ ー を し ま 
す と 、 周 波数 表示 に 上 に 「-」 が 表示 され ます 。 . 
⑤[F] キ ー を 押し な が ら [MW] キ ー を 押し ます と 、「MI」 
が 点滅 し ます 。[UP( ま ) プ DOWN(] キ ー を 押し 

て 、 メ モリ ー し た い チ ャ ン ネ ル を 決め ます 。 

メモ リー し た い チ ャ ソン ネル が 決定 し まし た ら [「MW] ま 
た は [PTT」 キ ー を 押し て メモ リー は 款 了 で す 。 

⑦② メ モリ ー が 確実 に で き て いる か どう か は 、[V ン M] キ 
ー を 押し て 確認 し ます 。 


①IUP(4) プ DOWN( 画 )] キ ー の いずれ か の キー を 操 
住 し て 目的 の 周波 数 を 設定 し ます 。 

②[F] キ ー を 押し な が ら [TON E ( ヤ )] キ ー を 押し ます 。 
ディ スプ レイ に トー ン 周 波数 が 表示 され ます (工場 出 
荷 時 は 88.5Hz に 設定 され て いま す )。 

③ ご この トー ン 周 波数 を 変更 する に は [UP()〆DOWN 
()]」 キ ー の いずれ か の キー を 操作 し て 、 引 的 の トー ン 
周波 数 を 設定 し ます (な お 、 レ ピー タ の トー ン 周 波数 は 
88.5 Hz で す ) 。 

④ こ の 状態 で [F] キ ー を 押し な が ら [DOWN( ヤ )] キ ー 
を 押す と ディ スプ レイ に 「T」 が 表示 され ます 。 


23】 


⑤⑮LYV〆M] キ ー ま た は [PT キー を 押し ます と 、 ト ー ン ソン 
エン コー ダ が ON と な り ま す 。 


⑥[F] キ ー を し な が ら [MW] キ ー を 押し ます と 、「M」 表 び ① 送 信 出力 は 「H 1」 と 「L OW」 の 2 邊 階 に 切り 替え る こ 


《5》 送信 出力 の 切り 替え 


示 が 点滅 し ます 。 ー の て で さす と 誠二 | た っ 6 た 
⑦[UP( ま ) プ DO0WN( ヤ )] キ ー を 押し て 、 メ モリ ー し た 「F] キー を 細 し な が ら [DOWN (〒)] 切り 普 え は て PTT] キ ー を 押し て 送信 こ 信 が ら LRFT] 
デー タ が よ け 】 モ 還 し て 沿 ディ こ 示さ れ て 、 送 信 叫 カレ ベ 
メモ リー する デー タ が よけれ ば 「MW」 キ ー を 押し て メモ | な がら TEPT] と 」 ル を 表す バー が 2 個 に な り ま す (「H 1 」 は 表示 され 
リー は 終了 で す 。 ( キー を 探す せん )。 
① コ ー ル チャ ソネ ル と PP 7 77 と し ュー フレ ベル を 表す 
ヤ ー に 】 記 Q ae バー が 4 個 に な り ます 。 


| ロー バ パワー 時 送信 する と 
②[F] キ ー を 軍 し な が ら [MW] キ ー を 押し て 、 メ モリ ー テ ィ ブ た ! この よう に 表示 され る 
ャ ソネ ル 表 示 を 「C」 に し ます 。 


③[MW] キ ー を 押し て 終了 で す 。 


(6) 各 チ ャ ン ネ ル の メモ リー の 消し 方 


⑤ 送 信 出 力 は "HI」 の と き 電 池 使用 (4.5V) で 約 340mW。 
外部 電源 (5. 5V) で 約 420mw で す 。「L OW」 の と ぎ 電 
池 使 用 (4.5V) で 約 50mW。 外 部 電源 (5.5V) で 約 60m 
W で す 。 


《6》 オフ セッ ト 周 波数 の 設定 と シフ ト 方 向 の 設 


メモ リー チャ ン ネ ル を 「C」 と する 


| 
①LV〆M] キ ー を 押し て 、 メ モリ ー モ ー ド に し ます 。[UP の 近作 で M 生 が 7 “ 
(4) プ DOWN( ヤ )] キ ー の いずれ か を 操作 し て 消し た 慰 濾 "る | (送信 周波 数 と 受信 周波 数 を 別 の 周波 数 に する こと が で きま す ) 
い メ モリ ー の チャ ン ネ ル に セッ ト し ます 。 (①【F] キー を 押し な が ら [SHIFT】 キー を 押し ます と 、 
②[F] キ ー を 押し な が ら [MW] キ ー を 押し ます 。 ティ スプ レイ に オフ セッ ト す る 周波 数 帳 が 表示 され ミ 
③ も う 一 度 [F] キ ー を 押し な が ら [MW] キ ー を 押す こと で 、 す 工場 出荷 時 に は 5.00MHz)。 


ぞ その チャ ン ネ ル の メモ リー を 消す こと が で きま す 。 


リー を 消す と 容 に メモ ②FUP (4) プ DOWN(W)] キ ー の いずれ か の キー を 操 
作 し て 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 幅 を 決定 し ます 。 


③ 周 波数 を 早送り し て 設定 し た いと き は 「F] キ ー を 押し 


| 7 
その チャ ン ネ ル の メモ ニー ナリ / 


リフ | リー され て いる チャ ン 
ゾ リ ゴ イ ゴ 太 1 ネル を 表示 する オフ セッ ト 周 波 難 橋 の 表示 


て 離す と 、 MHz 単位 の 表示 が 点 減 し ます の で 、 こ の 点 
減 中 に [UP() プ DOWN(W ヤ )] キ ー の いずれ か の キ 
ー を 操作 し て 、MHz 単位 で 変更 し ます 。 さ ら に その 変 
後 に MHz 単位 が 点滅 中 に も う 一 度 [F] キ ー を 押し 
て 離し ます と 、100 KHz 単位 の 表示 が 点滅 し ます の で 
同じ よう に 操作 する こと が で きま す 。 な お 、 オ フ セ ッ 
ト 周 波数 幅 は 0~-15. 99 MHz まで 設定 する こと が で き 
に 9 合 

(シフ ト 方 向 の 決定 は 、 こ の 状態 か ら 「R PT] キ ー を 拓 
し ます と シフ ト 方 向 「-」、「+」 表 示 な し 、 の 順に 表示 
され ます 。 こ れ は 受信 周波 数 に 対し て オフ セッ ト 周 波 
数 忠 だ け 「-」 の 周波 数 か 「+」 の 周波 数 で 送信 され る と 
いつ こと で す 。 

⑤[V グ M] キ ー を 押し て VFO モ ー ド に 戻り ます 。 


ミミ リル ャ 

《7》 キー ロッ ク の 設定 方 法 

①[F] キ ー を 押し な が ら [MON-| ] キ ー を 押す こと で 各 
キー を ロッ ク し て 、 キ ー を 押し て も 動作 し な く な り ま 
す 。 

(キー ロッ ク 中 も [PTT] キ ー と [MONI] キ ー、[LAMP] 
キー と [F] キ ー を 押し な が ら の [BELL] キ ー は 受け 付 

. け ま す 。 

③ 解 際 の 方法 は [F ] キ ー を 押し な が ら [MON 1] キー を 

26 押す こと で 解除 され ます 。 


II 


オフ で セット 居 波 数 表示 と 
ジフ トト 方 向 の 奏 示 


Na 必 < 信号 が 入っ て くる と べ ル が 噂 る 

《8》 ベル 機能 を 動作 させ る 方 法 人 

①LF] キ ー を 押し な が ら [B EL L] キ ー を 押し ます と 、 
ディ スプ レイ に 「 ベ ル 」 の マー ク が 表示 され ます 。 

② 信 号 が 入 感 し ます と 「 ピ ポ ピ ポ 」 と いう 音 で 、 信 号 が 
入っ て きた こと を 知ら せま す 。 デ ィ ス プレ イ の 「 ベ ル 」 
表示 も 点滅 し ます 。 こ の 点滅 は 周波 数 を 変更 し た り 、 
送信 し た り し な い 限 り 点 滅 し て いま す の で 、 ト ラン シ 
ー パ バー か ら りら 枯れ て いて も その 周波 数 で 信号 が 入 感 し た 
こと を 知ら せ て くれ ます 。 

③ 解 除 の 方 法 は [PTT] キー を 押す か 、 周 波数 を 変更 す 
る こと で 解除 され ます 。 


ベル 歓 能 を 動作 させ る と ディ スプ レイ ィ 
(に 「 ベ ル 」 の マー ク が 表示 され 、 信 号 
が 入る と ベル 音 が し て 、「 ベ ル 」 の マ 
ー グ が 点 汽 する 


人 @ BEEP 音 を OF に に セッ ト し て いる 時 は 「 ビ ピ ポ ピ ビ ポ ボ 」 音 は 只 り ませ ん 。 


《9》 コー ルト ー ン 機能 を 動作 させ る 方 法 


①[PT 丁 ] キ ー を 押し て 送信 中 に [UP( ま ) ン DOWN 
( 田 )) キー の いずれ か の キー を 押す こと で 、 相 手 局 の 
無線 機 か ら 「 ベ ル 音 」 が し て 、 信 号 が 入 感 し て いる こと 
を 相手 に 知ら せま す 。 

② 解 除 の 方 法 は [CAL L] キ ー を 軍 し な が ら 電 源 を 入れ 
て 「C OF」 と 表示 され た ら 解 除 さ れ て いま す 。 

③ ま た 、[CALL] キ ー を 押し な が ら 電 源 を 入れ る と 、 デ 
ィ ス プレ イ に 「C On」 と 表示 され 、 コー ルト ー ン が 設 
定 さ れ ま す 。 


ロ 
r 硫 と ル / 


コー ルト ー ン 機能 OFF コー ルト ー ン 撮 能 QN 


《10》) オー ト パ ワ ー オ フ 機 能 を 動作 させ る 方 法 《12》 モニ ター 機能 ( 導 和 人 に スケ ル チ を オフ に し て 、 玉 い 信号 を 受信 する ) 
(無線 拉 を 何 も 操作 し な いで いる と 反動 的 に 電源 か の れる 機 走 で す ) ( ① [MON | ] キ ー を 押す と 、 ス ケル チ が 強制 的 に 解除 さ 
① [F] キー を 揚 し な が ら [APO] キー を 理 し ます と れ て 、 ノ イズ が 聞こ えま す 。 


「APO OFF」 と ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 APo | ② こ れ に より 信号 の 弱い 電波 を 受信 する こと が で きま す 。 
②[UP(4&) プ D OWN(W)] キ ー を 操作 し て 時 間 を セッ 7 た OO し か し 、 そ れ ら の 信号 より も 弱い 信号 は 受信 で き な い 

ト し ます 。 セ ッ ト で きる 時 間 は 30 分 、60 分 、90 分 、120 分 | 場合 が あり ます 。 

の いずれ か を 選ぶ こと が で きま す 。 ③ [MO N | ] キ ー を 離し ます と スケ ル チ が 動作 し て 、 信 
③ セ ッ にし た 時 間 内 に 何 も 揮 作 が 行わ れ な いと 、 セッ ト AP ' 号 が 入 感 する まで 何 も 音 が し な く な り ま す 。 

し た 時 間 の 30 秒 前 に ビー プ 音 (モー ルス 符号 の 「OFFJ) この 表示 こし た 場合 、 、 ム ーー (オフ セッ ト 周 波数 の 送信 側 

電源 が 切れ る こと を 知ら せ て くれ ます 。 リリ | キー 抽 作 を し な け 。  《13》 リバ ー ス 機能 を 動作 させ る 方 法 を 朋 信 する 機能 ) 

④ セ ッ ト し た 時 間 中 に 何 か の 操作 が 行わ れ ま す と 、 そ の 切れ る [ ①[R P T] キ ー を 押し ます と ディ スプ レイ に 「T」 と 「-」 

操作 が 終了 し た 時 点 か ら ま た セッ ト し た 時 間 が 再 スタ ーー が 表示 され ます 。 

ー ト し ます 。 | APO | ②[F] キ ー を 押し な が ら [SHIFT] キ ー を 押し ます と ディ 
セッ ト 時 間 を 決定 し た ら 、[Y ノ M] キ ー を 押し ます 。 に 。。 スプ レイ に オフ セッ ト 周 波数 が 表示 され ます 。 
⑤ 解 除 の 万 法 は 「APO_ OFF」 に し て か ら [V プ M] キ ー ま | | この よう に 表示 する ③[MONI] キ ー を 押し ます と オフ セッ ト 周 波数 幅 だ け マ 


た は [PTT] キ ー を 押し ます 。 イナ ス さ れ た 周波 数 を 受信 し ます 。 こ の と き デ ィ ス プ 


、。 』 ょ ro ・ (送信 衝 了 時 に 「 ピ ッ 」 と レイ の 「-」 の 表示 は 点滅 し て いま す 。 
《1 ] 》 エン ド ヒ ーー 機能 を 解除 さ せる 方 法 て いう 次 を 居 信 し ます ) 周波 数 を 受信 する と ④[MONI] キ ー を 離す と この 機能 は 解除 され ます 。 
① [PTT] キ ー を 押し て 、 通 話 が 終了 する 時 点 で [P「 「 -」 表 示 が 点 源 す る ⑤ ざ EVM] また は [PTT] キ ー を 押す と 元 の 表示 に 戻り 


| 
| 
| オフ セッ ト さ ご され た 送信 
1 

T] キ ー を 離す と き に 「 ピ ッ 」 と いう 音 を 送信 し て 、 相 手 ます 。 


局 に 送信 が 終了 し た こと を 知ら せま す 。 《14》 ディ スプ レイ を 照明 する 方 法 


②⑨ こ の 機能 の 解除 は [D OWN( ヤ )] キ ー を 押し な が ら 電 
① 本 機 の ディ スプ レイ を 照明 する ラン プ 機 能 の 動作 に は 


源 を 入れ る こと で 解除 され ます 。 
③[UP(4)] を 包 し な が ら 電 名 を 入れ る こと で エン ド ピ 人 で を ソ プ 点 灯 消 灯 モ ー ド 』 と 『 ラ ンプ 
常 灯 モ で す 。 @ 


@ ー 機 能 が 動作 し ます 。 


ーー 


②『 ラ ソン プ 点 灯 消 灯 モ ー ド 』 は [L AMP] キ ー を 押す こ 
と で 5 秒間 ディ スプ レイ に 軌 明 が 点灯 し ます 。 そ の 間 、 
何 も キ ー 操 作 を 行わ な けれ ば 自動 的 に 消灯 し ます 。 も 
し 何 か キ ー 操 作 が 行わ れ ま す と 、 そ の 時 点 か ら 更 に 5 
秒間 点灯 し ます 。 点灯 中 に 消灯 し た いと き は [LAMP] 
キー を 押す こと で 消灯 する こと が で きま す 。 

③『 ラ ソン プ 常 灯 モ ー ド 』 は [LAMP] キー を 押し な が ら 
電源 を 入れ ます 。 初 め に ディ スプ レイ が 照明 され ます 。 
消灯 の 操作 が され る まで 点灯 し て いま す 。 消灯 方 法 は 
[LAMP」 キー を 押す こと で 消灯 する こと が で きま す 。 

④ こ の 両方 の モー ド の 切り 替え は [LAMP] キー を 押し 
な が ら 電 源 を 入れ る こと で 切り 替わり ます 。 


《15》 トー ン 周 波数 の 設定 方 : 

①[F] キ ー を 押し な が ら [TONE( ヤ )] キ ー を 押し ます 。 

② デ ィ ス プレ イ に トー ン 周 波数 が 表示 され ます (工場 員 
荷 時 に は 88.5 Hz)。 こ の 周波 数 を 変更 する に は [UP( 
) プ DOWN( ヤ )] キ ー の いずれ か の キー を 操作 し て 設 
定 し ます (な お 、 日 本 の レビ ー タ の トー ン 周 波数 は 88.5 
Hz で す )。 

③ も う 一 度 [F」 キ ー を 押し な が ら [TONE( 画 )] キ ー を 押 
す と 「T」 が 表示 され ます 。 さ ら に [F] キ ー を 押し な が 
ら [TONE()] キ ー を 押す と 「T」 が 消灯 し ます 。 

③④ トーン ソ エ ソ コー ダ を 使用 する 時 は 「T」 を 表示 させ て く 
だ さい 。 便 用 し な い 時 は 「T」 を 消灯 させ て くだ さい 。 

⑤[V〆ZM] キ ー ま た は [PTT] キ ー を 押し て トー ン エ ンコ 

⑪) ー ダ が 設定 され ます 。 


ー ーーーーーーーーーーーー 一 ーーーーーー~ 


- 党 


ー "ーーーーーーーー ーー テーーー ーーー テー ニーーーー- 


ラン プ 京 灯 モ ー 


{LAMP] キ 
ー を 押し な が ら 
赴 源 を 入れ る 


(トー ン 信 号 を 電波 と 一 緒 に 乗せ て 、 レ ビ 
ー タ な ど を 動作 させ る と き に 使用 で きま す ) 


g9 sw: 


67.0MHz>254.1Hz ま で 50 通り の 


トー ジ 周 波数 を 選ぶ こと が で きる 


ド の 切り 替え は 、 


い ここ っ も 心 ビ 

《16》) バッ テリ セー ブ 機 能 

参 こ の 機能 は 宮 作 を する こと が あり ませ ん 。 受信 状態 で 5 落 本 以上 愛 信 が な い 状 態 が 続く と 、 和 巨 動 的 に バッ テリ セー ブフ 機能 が 働い て 、 
バッ テリ の 消耗 を 少な くし ます 。 こ の バッ テリ セー ブ 機 能 の 解除 は 、 信 号 が 入 感 し て くる か 、 周 波数 の 変更 操作 人 や 送信 する こと で 解 
除 と な り ま す が 、 そ の まま に し て お きす と 、 ま た 自動 的 に この 機能 が 動き ます 。 


《17》 BEEP 音 ( キ ー 操 作 音 ) を 消す 方 法 
④①[MON 11 キ ー を 押し な が ら 需 源 を 入れ ます と 、BEEP 
音 を 消す こと が で きま す 。 
②BEEP 斉 を 出し た いと き は 、 も う 一 度 [MON 1 ] キ ー 
を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 


《18》) リセ ッ ト 電荷 時 の 状態 に し ます ) 
①[F] キ ー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 [F] キ ー を 押 
し て いる 間 、 デ ィ ス プレ イ に 全 キ ャ ラク タ が 表示 され 
ます 。 [F] キ ー を 離す と VFO モ ー ド に な り 、 工 場 出荷 
時 の 状態 と な り ま す 。 


代 こ の リセ ッ ト 操 作 を 行い ます と 、 今 まで 記憶 こせ た 全て の メモ リ が 消え て し まい 
ます の で 、 こ の 操作 を 行う と き は 充分 に 注意 し て 行っ て くだ さい 。 


VFO 周波 数 433. 00 MHz トー ン 周 波数 88.5Hz OFF 
CALL 周 波数 


キー ロッ ク 
チャ ン ネ ルス テッ プ シフ ト 設 定 OFF ON 
オフ セッ ト 周 波数 ペル 、 AFO 


197 敵 障 と お 考え に な る 前 に ! 


電源 を 入れ て も ディ 
スプ レイ に 何 も 表 示 
され な い 。 


表示 が 暗い 。 


スピ ー カ か ら 音 が 出 
な い 受 信 で き な い 。 


1. 電池 の 「+」「-」 は 正確 に 
入っ て いま すか ? 
2. 古い 電池 で は あり ませ ん か ? 


1. 電池 の 「+」「-」 を 正しく 入れ ます 。 


2. 新しい 電 凶 と 交換 し て くだ さい 。 な お 、 ニ ッ カ 
ド バ パッ デ テ リー パック (EBP-25) を ご 使用 の 時 は 
充 喜 し て くだ さい 。 

新しい 電池 と 交換 し て くだ さい 。 - ニ ッ カ ド 赴 池 を 

こ 使 用 の 時 は 充電 し て くだ さい 。 

1. ポ リュ ー ム を 上 げ て みて くだ さい 。 


[PTT] キ ー を 離し て くだ さい 。 


電池 の 電圧 が 低下 し て は いま せ 

ん か ? 

1. ポ ボリ ュー ム は 上 が っ て いま す 
か ? 

2.[PTT] キ ー を 押し て は いま 
せん か ? 

3. 相手 局 と の 距離 が 離れ すぎ て 
は いま せん か ? 


3.LMONI] キ ー を し て 受信 し て みて くだ さい 。 


【 送 信 時 】 
原 因 


|. オフセット 周波 数 が アマ チュ 
アバ ンド か ら 人 逸脱 し て いま せ 


送信 で き な い 。 1. オ フ セ ッ ト 周 波数 を 確認 し (て くだ さい 。430MH 
z 辻 の アマ チュ アバ ンド は 430.00MH z て 439. 


99MH z まで で す 。 受信 周波 数 に 対し て オフ セ 


ッ ト 周 波数 が アマ チュ アバ ンド を 逸脱 する よう 
な 設定 は 、 設 定 を し な お し て くだ さい 。 ま た 、 
ぞ の シフ ト 方 向 も 確認 し て くだ さい ^。 


レビ ピー タ に アク セス 


する こと が で き な い 。| すぎ て いま せん か ? 


テディ スプ ブレ イ に 「 和 T」 と 「-」 の 
表示 が 出 て いま すか ? 

3 トー ン 周 波数 と 、 オ フ セ ッ ト 

周波 数 が 違っ て いま せん か ? 


ます か ? 
アフ ター サー ビス 


. 保証 書 は 必ず 所 定 事項 (ご 購入 店 名 、 ご 購入 日 ) の 
記入 お よび 記載 内 容 を お 確か め の 上 、 大 切 に 保存 
し て くだ さい 。 

保証 期間 は お 買い 上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 正 常 な 
使用 状態 で 、 こ の 期間 内 に 万 一 故障 を 生じ た 場 全 
は 、 お 手数 で す が 製 品 に 保証 書 を 添え て 、 お 買い 
上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 く 
だ さい 。 保証 書 の 規定 に 従っ て 修理 致し ます 。 


Lo) 


1. レ ビー タ と の 距離 が 遠く 離れ 


4 アンテナ が 上 まで 上 が っ て い 


1. 本 和 機 は ミニ パワ ー の た め 、 受 信 す どる こと が で き 
て も 、 レ ビー タ と の 距離 が 本 れ すぎ て いる と 、 
その レビ ー タ を アク セス する こと が で きま せん 。 
近く の レピータ を 選ん で くだ さい 。 

2[RPT] キ ー を 押し て 、 デ ィ ス プレ イ に 「T」 と 
「--」 の 表示 を 出し て くだ さい 。 

3. トー ノン 周波 数 は 「88.5」 H z で す 。 ま た オフ セ 
ッ ト 周 波数 は 「5.00」MH z で す 。 そ し て シフ 
ト 方 向 は 「-」 と な り ま す 。 こ れ ら を 確認 し て 
くだ さい 。 

4 アンテナ を 上 まで 上 げ て くだ さい 。 


9. 保証 期間 経過 後 の 修 理 に つい て は 、 お 買い 上 げ の 
販売 店 また は 社 サ ービス 窓口 に ご 相談 く だ さい 。 
修理 に よっ て 機能 が 維持 で きる 場合 は 、 お 客 様 の 
こ 要 望 に より 有料 で 修理 致し ます 。 


4. アフ ター サー ビス に つい て 、 ご 不明 な 点 は お 買い 
上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 く 
だ さい 。 


《20》) オプ ショ ン _ 《21》 申請 書 の 書き 方 


太 ス ピー カマ イク EM8-9 \4.500 衣 シ ガーDC プ DC コン バー ター 人 @ 本 歓 に より アマ チュ ア 無 線 局 を 皿 請 する 場合 は 、 市 販 の 申請 用紙 に 
無線 科 本 体 を 謀 に 灯 け た り 、 ケッ ト に 入れ て 喝 狂 する と き に 人 栖 利 で す 。 EDH- ー18 学 3 900 ! 下記 の 事項 を 間違い な く 記載 の 上 、 申請 し て く だ em いい 。 
ー か SV を 取り 出す 2 ダ プ ター で す 。 24 V 軍 に は 用 する 1 無線 局 事 項 書 及び 工事 設 み 計 書 ( 衣 面 技 敵 証明 発 ? ィ 願 
$S き / Ni Ts ュー Ga KU172 


OOOOO 
ーー プア 技 適 証 明 JARD 


友 ヘ ッ ド セッ ト (イン ナー タイ プ ) 
EME-13 \6.500 


山手 が ふさ が っ て いる 時 に ハン ド フ リー 澤 崩 が 

デン マイ ク で きる 便利 な リー で す 。 所 

支 タ イ ビ ププ イ きる 便利 な アク セ サ リ ー で す 。 < VOX 擬 龍 > 
EME-15 \5 500 


ハンド フリ ー 補 月 が 可能 な VOX ( 声 を 出し た 奈 だ け 和 送信 に な る ) と PTT 再 環 能 
を 内 三 し た タイ ビン マイ ク で す 。 < VOX 揚 能 付 > 


胡 イ ヤ ホ ンマ イク EME-4 \3.500 


PTT 弱 能 の み の タ イ ビ ン マイ ク で す 。 


エロ 伸 の 寺本 T | 水中 当 コ 生 貞 富 る 未 休 に は ま 


※ は 、 ト ラン シー バ 本 依 に 貼ら れ て いる 「 技 術 基 準 通 含 証明 ラベ ル 」 の 等 を ご E 入 くだ さい っ 


送信 機 系 統 図 430 一 440MHz 


廊 ニ ッ カ ド バ ッ テリ ー パ バック メッ ド ビ ピッ ト ( 呈 の せ 式 ) | MM 
aa た AA ッ カ ド パ バッ テリ ー で す 両毛 が ふさ が っ て いる 時 に ハン ド ピ フ リー 運用 が で きる 便利 な アク モ サ リー で す 。 ' 。 価 電 没 寺 VC0 緩 衡 増幅 緩衝 増幅 励 振 増 幅 電力 増幅 
ー ーッ ッ テ * < く VCX 推 能 付 > 2SC5065 2S(5065 2SL4226 2S(C3356 2SC3356 メ 3 
文 軌 速 バ ッ テ リ ー チ ャ ー ジ ャ ー ー 馬 、 [ MI( NJM2100M 6 
須 誠 プ チ 型 イヤ ホン EME-6 \1 500 
EDC-47A 学 9.800 人 更 み や 八 音 の 中 で も 失 手 の 声 を 明鏡 に 受信 する こと が で きま す 。 
ニッ カド バッ テリ ー パ ッ ク EBP --25 団 再 手 の バッ テリ ー チ ャ ー ジ す 。 充 祝 K い ーー 1 
時 間 約 1 時 間 で す 。 IL 誠 モ ー ビ ル ブラ ケッ ト EBC-6 羊 1, 800 
* ュ ーー ー 卓 の 中 する 時 に 、 本 体 を ビア に 臣 付け る た め の ブ ラケット で す 。 マ イク 
し を ん プ ト ケ スズ ES し 27 そ 1 600 ブラケット る 付い て いま * ま ます の で 、 ス ピー カー ー マ イ ウ EMS 1 -9 な ど を 5 痢 月 する こ と 
っ 還 遇 ト ケ ー ス で す 。 が で き . 支 全 な モー ビル 運用 が ロ T 能 に な り ま す 。 23. 5MHz 35) 
』 ー 
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